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東病棟カンファレンス記録
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＜連絡事項＞

・本日『リーダーシップ』という内容で入職3年以上の看護スタッフを対象に研修を行います。２Ｆ会議室にて17：30～18：30の予定です。筆記用具を持参の上参加しましょう。

・10/20（火）には『看護過程』という内容で入職5年以下の看護・介護スタッフを対象に研修を行います。こちらも筆記用具を持参し、積極的に参加しましょう。

・中村　佐智子スタッフが10/16より北病棟へ移動となります。勤務調整のため今後の予定が変動する恐れがあります。後ほど東ＳＧＭよりメール送信の予定ですが、ご協力お願い致します。

＜患者様連絡事項＞
・羽立　和子様～本日10：00西病棟Ｂユニットへ転棟となっています。

・坂本　良雄様～本日14：00南病棟Ｂユニットへ転棟予定となっています。

・佐々木　葉子様～明日10/14(水)より作業療法開始の指示出ています。明日はＢグループとして14：00より見学の予定です。

・清水　徹様～本日12：30外泊より帰院されています。外泊中は特に問題行動も無く過ごすこと出来ていたと、御家族のお話頂いています。

・安達　貴浩様～本日13：00外泊より帰院されています。外泊中は暴飲暴食が目立ちトイレ回数多く、金銭要求も強く『通帳よこせ』との威圧的な発言もあったと母様のお話頂いています。

・宮　陽子様～本人より外泊希望でています。Ｄｒより許可が下りたら御家族様（兄）へ連絡するようにして下さい。

＜隔離室入室患者様・要注目患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～昨日よりスタッフ介入時の粗暴行為や「○○・××バカヤロー」等の叫び声続いています。本日も昼食時配膳をひっくり返す行為や、食後の服薬時水を吐き出す行為見られています。引き続きスタッフ2名以上での入室・振り返りの促しにて関わって行きましょう。尚、本日午後ハロマンス150ｍｇ筋注実施しています。

・小笠原　久年様～午前・午後１時間ずづの開放観察中も問題行動無く過ごされています。本日は入浴も問題なく終えられ母様と面会されています。面会中、最初は何事も無く会話されていましたが、徐々に妄想様発言見られ表情険しくなられています。今後も突然の変化に気を付け状態観察して行きましょう。

・木村　各治様～本日はイライラ感無く表情良く過ごされています。入浴もスムーズに終えられています。

・勝田　ヒモエ様～ミトンにて身体拘束継続中です。手を口の側まで動かす事ありますが抜去には至っていません。今後拘束を外す事を視野に入れながら引き続き状態観察して行きましょう。

・玉井　悠策様～昨日終日隔離解除となっています。本日は問題行動無く過ごされていますが、他患者様への過敏な反応見られています。トラブルとなる事ありませんが今後は易怒的となる事による突発的な事故に注意して行きましょう。

＜安ヶ平Ｄｒケースカンファ＞

・寺地　利代子様～本人様より不調・食欲減退の訴えあり本日夕食よりメニュー全粥となります。明日よりロドピン止めとなっています。

・荒川　和久様～明日より服薬調整となっています。

・川村　和則様～来週定期薬より服薬調整予定となっています。

・和田　昌様～うつ状態続いており作業・活動欠席が続いているため長期欠席の指示出ています。バルブロサンナトリウム・カルバマゼピン・炭酸リチウムの血中濃度追加されています。

・松橋　清子様～排便4日確認ない事からグリセリン浣腸120ｍｌ処方になっています。

・高間木　八男様～毎食時のエンシュア1Ｐ処方。以後定期となります。

＜対人関係援助レク＞

リハビリテーションプログラムに関して気づいた事・感じている事を聞かせて下さい。10/19までに担当者へお願いします。例えば・・・「体育館を反面しか使えず患者様方が体を動かすことが出来なくなっているのではないか？」とか、「種目が1つだけになったため患者様方が選ぶことが出来ず興味を示さなくなって来ているのではないか。」などです。

